幹葉図をかくプログラム　　実際のファイル　　　index.htm（もとに戻る）

　統計的には初等的，基本的な技能ですが，それをパソコンでかかせるとなると，アプリケーション・ソフトに組み込まれていない場合が多いものです．その一方，自作するときには，文字列処理を行わせないとならないので，やや初心者には高度なテクニックとなってしまいます．

　もし，余裕があれば，ＶＢＡエディタを使ってマクロをみて解読して見て下さい．なお，＆　という２項演算子は，”boy” & “friend” →　”boyfriend”　を２語を１語に繋げる役割をします．

　使い方ですが，

1） Data　という名のシートにデータを書き入れます．

2） 幹葉図を書かせたいシートを（下のタブをクリックして）選びます．

3） そのシートの欄C1　に，幹葉図にしたいデータの所在を記入します．

例えば，”DATA!E3:E46”　などと記入するのです．

4） macro1()　なる名前のマクロを実行する（ツール－マクロ－マクロ）

5） うまくいくはず．．．／　念の為に幹葉図の例を示すシートもいれておきます．

　なお，データを入れるといっても，すぐには得られないので，もっともらしい乱数を出す関数を作ってあります．

＝BinRnd（n,p）　は，正答率ｐの互いに独立なn問からなる試験の成績．そう２項分布です．

　また，標準偏差が１，平均が０の正規分布をするような乱数は，　　＝normsinv(rand( ))　

で得られると，縄田和満『Excelによる統計入門［第２版］』朝倉書店，2002のp.134　にあります．ただ，このようなワークシート関数は他の欄の入力のたびごとに再計算されますから，利用者定義関数として，平均値Ａｖｅ，標準偏差ＳＤの正規分布をする乱数，

＝NS（Av,e，SD）を作っておきました．実は外貨預金のとき　FCB.xls，FCB.doc　にも使っています．四捨五入して整数の値ｎするには，int(その値 + 0.5 ) とすればいいでしょう．

